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こ
れ
は
、
財
団
法
人
家
族
計
画

国
際
協
力
財
団（
ジ
ョ
イ
セ
フ
）が
、

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

（
ジ
ャ
イ
カ
）の
委
託
に
よ
り
、
開

発
途
上
国
の
母
子
保
健
関
係
者
が

日
本
の
母
子
保
健
分
野
の
経
験
を

ジ
ョ
イ
セ
フ
視
察
団　

来
町
!!

母
子
保
健
活
動
を
視
察

ア
ル
メ
ニ
ア
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
ラ
オ
ス
・
ニ
カ
ラ
グ
ア
・

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ス
ワ
ジ
ラ
ン
ド
の
母
子
保
健
関
係
者
11
名
が
2

月
8
日
本
町
を
訪
れ
、
母
子
保
健
の
活
動
を
学
ば
れ
ま
し
た
。

学
ぶ
こ
と
で
、
妊
産
婦
の
健
康
改

善
を
目
指
す
研
修
を
実
施
す
る
も

の
で
す
。

午
前
９
時
、
研
修
員
の
皆
さ
ん

が
役
場
本
庁
へ
町
長
を
表
敬
訪
問
。

寺
本
町
長
か
ら
の
歓
迎
の
挨
拶
や

研
修
員
の
自
己
紹
介
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
（
第
一
保
育

所
内
）へ
移
動
し
、
１

才
６
ケ
月
か
ら
保
育
所
入
所
ま
で

の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
を
対
象

と
し
た
コ
ア
ラ
教
室
を
見
学
し
ま

し
た
。
コ
ア
ラ
教
室
で
は
、
わ
ら

べ
歌
遊
び
、
海
南
高
校
大
成
校
舎

の
生
徒
の
皆
さ
ん
に
よ
る
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
、
母
子
保
健
推
進
員

に
よ
る
折
り
紙
の
こ
ま
作
り
を
体

験
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
は
、
野
上
中
学

校
に
移
動
し
吹
奏
楽
演

奏
の
歓
迎
を
受
け
た
後
、

３
年
生
の「
思
春
期
学

習
」を
見
学
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
最
後
に
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
政

説
明
と
質
疑
応
答
を
行

い
ま
し
た
。

保
健
福
祉
課
の
保
健

師
か
ら「
紀
美
野
町
の

母
子
保
健
事
業
に
つ
い

て
」の
発
表
と
紀
美
野

町
母
子
保
健
推
進
員
の

桑
添
育
子
会
長
か
ら

「
母
子
保
健
推
進
員
活

動
に
つ
い
て
」の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

研
修
員
か
ら
は「
母

子
保
健
推
進
員
を
引
き

受
け
た
動
機
、
妊
婦
や

子
ど
も
の
訪
問
で
苦
労

し
た
点
、
母
子
保
健
推

進
員
の
研
修
」な
ど
に

つ
い
て
、
活
発
な
質
問

や
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。
最
後
に
ラ
オ
ス

保
健
省
母
子
保
健
セ
ン

タ
ー
研
修
部
長
の
カ
ン

ト
ン 

シ
ハ
ラ
ス
さ
ん

か
ら「
大
変
な
歓
迎
を

し
て
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

研
修
で
感
じ
た
こ
と
は
、

関
係
機
関
の
連
携
が
う

ま
く
取
れ
て
い
た
と
い

う
こ
と
で
す
。
自
分
た

ち
の
国
で
母
子
の
健
康

状
態
の
改
善
を
図
る
た

め
、
今
日
見
学
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
こ
と
を
参

考
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。」と
研
修
の

お
礼
と
感
想
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

寺本町長を表敬訪問する研修員の皆さん

園児たちが迎えてくれました。（野上第一保育所）

赤ちゃん人形を
抱っこする研修員

行政説明（総合福祉センター）

こま作りをする研修員
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１
月
23
日
、県
教
委
主
催
の「
生

涯
学
習“
繋
”パ
ー
ソ
ン
ね
っ
と

わ
ー
く（
紀
北
）実
践
交
流
会
」が

真
国
宮
の
り
ら
創
造
芸
術
高
等
専

修
学
校
で
開
か
れ
、
約
１
０
０
人

の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
事
業
は
、
交
流
会
を
通
し
て
地

域
課
題
の
解
決
や
地
域
活
性
化
の

土
台
づ
く
り
を
行
う
こ
と
を
目
的

に
平
成
19
年
度
か
ら
開
か
れ
て
い

ま
す
。な
お
、“
繋
”パ
ー
ソ
ン
ね
っ

と
わ
ー
く
は
、「
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
」

と「
繋つ

な

ぐ
」を
か
け
た
造
語
で
す
。

今
回
は
、「
小
さ
な
ム
ラ
の
大

平成 23年度「きみのこども見守りボランティア」募集！
―　地域の子どもは、地域で守り育てる　―

〔活動内容〕
児童生徒の登下校時に、子どもたちに声かけや交通安全指導を行うと

ともに、不審者など子どもたちの安全に気を配る。
（各自都合のつく時に活動してください）

〔活動期間〕
平成23年４月１日から平成24年３月31日まで

〔登録申込〕
平成23年３月18日（金）（これ以後は随時登録）までに紀美野町青少年

センター（℡４８９－５９０９）へ御連絡ください。

※登録していただいた方
には、ボランティア活動
保険への加入とパトロー
ル用ベストを配布させて
いただきます。

  

訂　

正

２
月
号
の
４
頁「
平
成
21
年
度

決
算
の
公
表
」の
地
方
債
残
高
の

状
況
の
中
で
、
表
の
右
端
の
タ
イ

ト
ル「
平
成
20
年
度
末
現
在
高
」は

「
平
成
21
年
度
末
現
在
高
」の
誤
り

で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま

す
。

“
繋け

い

”
パ
ー
ソ
ン
ね
っ
と
わ
ー
く

　
　
　
　
実
践
交
流
会
開
か
れ
る
!!

り
ら
創
造
芸
術
高
等
専
修
学
校
で
（
真
国
宮
地
区
）

生涯
学習

キーパーソンを囲んで人のつながりについて話し合われました。（ワールド・カフェ交流会）

き
な
挑
戦
～
若
者
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ　

大
人
の
結
び
直
し
～
」を

テ
ー
マ
に
開
か
れ
、
同
校
の
山
上

範
子
校
長
に
よ
る
講
演
や
地
域
で

活
躍
さ
れ
て
い
る
７
人
の
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
を
囲
ん
で
の
ワ
ー
ル

ド
・
カ
フ
ェ
交
流
会
が
開
か
れ
、

地
域
で
の
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

や
地
域
と
同
校
と
の
つ
な
が
り
、

紀
美
野
町
に
定
住
さ
れ
た
方
と
の

つ
な
が
り
な
ど
に
つ
い
て
活
発
に

話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
交
流
会
の
模
様
は
３
月

６
日（
日
）午
前
10
時
30
分
か
ら
、

テ
レ
ビ
和
歌
山
の「
は
ば
た
く
紀

の
国
～
教
育
は
今
」で
放
映
さ
れ

ま
す
。

伝統芸能を披露する同校の生徒たち
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る
消
火
器
に
よ
る
初
期
消
火
、
消

防
署
へ
の
通
報
、
境
内
に
設
置
さ

れ
て
い
る
放
水
銃
で
の
放
水
、
そ

し
て
、
通
報
で
駆
け
つ
け
た
消
防

署
員
に
よ
る
タ
ン
ク
付
消
防
車
か

ら
の
放
水
が
行
わ
れ
、
関
係
者
ら

が
緊
張
し
た
表
情
で
訓
練
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。

町
民
の
財
産
で
あ
る
文
化
財
を

み
ん
な
で
火
災
か
ら
守
り
、
後
世

に
受
け
継
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

先
日
、
大
阪
で
行
わ
れ
た「
和

歌
山
田
舎
暮
ら
し
セ
ミ
ナ
ー
紀
美

野
町
編
」に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

当
日
、
会
場
に
は
移
住
を
考
え

て
い
る
方
々
が
30
名
い
ら
っ
し
ゃ

り
、
紀
美
野
町
の
紹
介
や
支
援
体

制
に
つ
い
て
の
説
明
、
理
想
の
田

舎
暮
ら
し
を
実
現
す
る
た
め
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
I
タ
ー
ン
者
で
あ
り
地

域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
山
下
さ
ん
、

埼
玉
県
か
ら
移
住
さ
れ
て
い
ま
す

川
内
さ
ん
の
お
二
人
が
移
住
実
現

ま
で
の
過
程
や
田
舎
暮
ら
し
の
心

得
な
ど
自
分
の
経
験
を
お
話
く
だ

さ
り
、
皆
さ
ん
真
剣
に
聞
か
れ
て

高
齢
者
を
対
象
に
し
た
交
通
安

全
教
室
が
２
月
７
日
、
小
畑
西
出

集
会
所
で
開
か
れ
ま
し
た
。

県
警
の
ひ
ま
わ
り
隊
か
ら
、
海

南
署
管
内
に
お
け
る
交
通
事
故
の

状
況
や
、
交
差
点
や
道
路
横
断
中

に
起
き
る
交
通
事
故
の
パ
ネ
ル
を

使
っ
た
説
明
と
ビ
デ
オ
上
映
が
あ

り
、
参
加
さ
れ
た
小
畑
地
区
老
人

ク
ラ
ブ
の
会
員
約
40
人
は
、
交
通

安
全
に
つ
い
て
再
認
識
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
反
射
測
定
器
で
反

射
年
齢
を
計
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、

実
年
齢
と
の
差
を
比
べ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

貴
重
な
文
化
財
を

　
　
火
災
か
ら
守
る
!!

　
十
三
神
社
と

野
上
八
幡
宮
で
防
火
訓
練

交
通
安
全
教
室
開
か
れ
る
!!

小
畑
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

い
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
来
場
者
の

方
々
か
ら「
海
、
山
、
川
に
近
い

紀
美
野
町
に
ぜ
ひ
行
き
た
い
。」と

い
う
声
を
頂
き
ま
し
た
。

き
み
の
定
住
を

　
支
援
す
る
会
だ
よ
り

文
化
財
防
火
デ
ー
の
１
月
26
日
、

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
野
上
八
幡
宮（
小
畑
地
区
）と

十
三
神
社（
野
中
地
区
）で
、
神
社

と
消
防
本
部
、
地
元
消
防
団
員
が

参
加
し
て
防
火
訓
練
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

訓
練
で
は
、
境
内
よ
り
出
火
し

た
と
の
想
定
で
、
宮
司
さ
ん
に
よ

消火器による初期消火訓練（十三神社）▶

▲放水訓練（野上八幡宮）

「和歌山田舎暮らしセミナー紀美野町編」の様子

反射年齢を計るお年寄り
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平成22年度衛生カレンダーをご覧下さい。

子育て支援センターからのお知らせ
■保育所開放のご案内〈お申込みは、各保育所まで〉
○野上第１保育所：３月１４日（月）℡４８９－２１４４
○野上第２保育所：３月　１日（火）℡４８９－４９５３
○神 野 保 育 所：３月　２日（水）℡４９５－２０４９
○毛 原 保 育 所：３月　９日（水）・２３日（水）℡４９９－０１３１

■遊びの教室のご案内〈お申込みは、支援センター ℡489－2144まで〉
　※留守の場合は、野上第1保育所
○コアラ　　　３月　８日（火）９：30～１１：30　野上第２保育所（お散歩）
○カンガルー　３月１６日（水）９：30～１１：00　総合福祉センター
　なお、いずれの行事も今年度に入り初めて参加される方は、申込みよろしくお願いします。

■子育て支援センター・自然体験世代交流センター開放、育児相談のお知らせ
親子、友達との遊び場として、ご活用下さい。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
【子育て支援センター】動木156（℡489－2144）
	 毎週月曜日（9:00～11:30・14:00～16:30）第1,3,5週の木曜日（9:00～11:30）
【自然体験世代交流センター】鎌滝636（℡495－3127）毎月第2,4週の木曜日（9:30～ 11:30）
【育児相談】センター開放日と同じ日・時で行います。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
　　　　　　※子育てに関する悩み等、個別に面接・電話・訪問相談を行います。	

海　南　保　健　所　だ　よ　り
事業名 対　象　・　内容等 日　　時

健 康 相 談 健康診断書の作成
一般健康相談

３月14日（月）　14：00～ 16：00
３月28日（月）　14：00～ 16：00

エ イ ズ 検 査 エイズの各種相談 ３月14日（月）　14：00～ 16：00
３月28日（月）　14：00～ 16：00

検 便 ３月14日（月）　14：00～ 16：00
３月28日（月）　14：00～ 16：00

こ こ ろ の
健 康 相 談

心の健康に、不安をもつ方やその家族
※精神科専門医師が相談に応じます。
※他の日は、精神保健福祉相談員が相談に応じます。

３月　３日（木）　14：00～
３月　９日（水）					9：00～
３月２３日（水）　13：30～
※予約制です。

骨 髄 バ ン ク
登 録 検 査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための
血液検査と登録手続きを行います。

３月14日（月）　15：00～ 16：00
３月28日（月）　15：00～ 16：00
※予約制です。

医 療 安 全 相 談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日　９：00～17：00

問い合わせ、申し込みは、海南保健所まで	 	 海南市大野中９３９　（℡		４８２－０６００）

■場所：総合福祉センター
■とき：２日、９日、１６日、２３日（水曜日）
■時間：午前９時～ 11時　■対象者：住民すべての方
■内容：健康に関することすべて
　　　　・乳幼児の相談
　　　　・離乳食の相談
　　　　・健診結果の相談　等

●虐待予防に関する相談窓口
　地域包括支援センター（保健福祉課）

〔連絡先〕　平日（8：30 ～ 17：15）℡４８９－９９６０（直通）
　　　　　休日・夜間（17：15 以降）℡４８９－２４３０

〔場　所〕　紀美野町下佐々 1408-4
　　　　　紀美野町総合福祉センター内

●フッ素塗布・歯科健診のお知らせ
日時：３月 12 日（土）午後２時～３時 30 分受付
場所：総合福祉センター
※フッ素塗布は、平成 18 年４月２日から平成 21 年２月 28 日生まれの
　子どもが対象となります。
フッ素には歯の質を強くする効果があります。歯科健診は、町民の方
ならどなたでも受けていただけます。皆さんぜひお越しください。

各種健診結果を説明します。自分の健康状態を知
り、今後のよりよい生活につなげましょう。

生活改善に関心のある方は、保健師、栄養士が相
談に応じますので、お気軽にお問い合わせください。

★母子健康手帳・健康手帳・健康管理ファイルをお持ち
の方は、必ず持ってきてください。

★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・骨密度測
定もおこないます。

問い合わせ：保健福祉課（℡４８９－９９６０）

健　康　相　談　の　お　知　ら　せ

保健センターだより
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今回は、総合福祉セ
ンターにあるトレーニ
ングルームに定期的に
通われている、松本正
子さんをご紹介します。
松本さんは、神野市

場にお住まいの75歳で
す。
町の合併直後トレー

ニングルームがあるこ
とを知り、足を鍛える
ために、平成18年1月
20日から利用を始めら
れ丸5年になっていま
す。

始めは利用回数は少なかったそうですが、運動すれば
体が軽く調子が良いのと、たくさんの仲間と交流できて
楽しいため、今では毎週3～ 4日通われ、1日に2時間程
度体を動かしているそうです。
1日のトレーニングのメニューは、①8種類（腕・足・
腹筋など）の筋力トレーニング機器をそれぞれ30回ず
つ、②自転車漕ぎ15分、③音楽に合わせた踏み台を使っ
たステップ運動10～ 20分、④ランニングマシーンを
使ったウォーキング15～ 20分、⑤腹筋板を使った腹筋
運動15回です。
運動自体は、負荷をかけ過ぎず自分の体に合ったもの
で行っているそうです。
松本さんは、コレステロールが高い目と言われている

障がい者巡回相談のお知らせ
海南市・紀美野町から委託をしている指定相談支援事業所による巡回相談を下記のとおり実施します。
「障害福祉に関する制度を知りたい」「サービスの利用の仕方がわからない」など、障がいのある人や保護者、介護者などか
らのさまざまな相談に応じ、必要な情報の提供や権利擁護のための必要な援助などを行います。
巡回相談は、原則予約となりますので、直接事業所に連絡してください。（家庭訪問も行います。）
なお、巡回相談日以外でも　相談に応じていますので、下記事業所までご連絡ください。

対象者 月日・場所・時間 予　約　先

精神障がいの方・
家族の方

3月1日（火）
美　里　支　所							9時30分～正午
総合福祉センター		13時30分～16時

●野上厚生病院内相談支援事業所　℡	489-2908
●和歌山県福祉事業団障害児者相談・
　生活サポートセンター	「ゆめ」海南事業所　℡	494-3539

身体障がいや
知的障がいの方・
家族の方

3月16日（水）
美　里　支　所							9時30分～正午
総合福祉センター		13時30分～16時

●療育センターＡ
あ お い
ＯＩ		℡	483-0454

●和歌山県福祉事業団障害児者相談・
　生活サポートセンター	「ゆめ」海南事業所　℡	494-3539

健康づくりコーナー 【問い合わせ・申し込み先】
保健福祉課（総合福祉センター）　℡	489-9960

ヒブ（Hib）ワクチン・小児用肺炎球菌ワクチンの接種費用助成のお知らせ
　紀美野町では、小児の感染予防（細菌性髄膜炎）のため※任意接種のヒブ（Hib）ワクチンと小児肺炎球
菌ワクチンの接種費用を全額助成します。
　冊子「予防接種とこどもの健康」の任意の予防接種のページをお読みになり、定期の予防接種（BCG・ポ
リオ・三種混合・麻しん風しん・日本脳炎）の接種スケジュールを含めて、かかりつけ医とよく相談の上、
接種してください。
　対象者には詳細を個人通知でお知らせしますので、希望される方は保健福祉課に申し込んでください。
助成対象者 接種日が満2ヶ月～5歳未満（紀美野町に住民票がある方） ※任意接種とは

接種を希望される方と医師との相談によって
判断し行われる仕組みになっており、行政が
推奨しているものではありませんが、使用す
るワクチンは厚生労働省によって薬事法上の
許可がなされています。

助成開始日 平成23年4月からを予定しています。
料　　 金 無　　料
接 種 回 数 接種開始月齢により1～４回と回数は異なります。
接 種 場 所 紀美野町内協力医療機関　他　※詳細は未定です。

【問い合わせ】保健福祉課　℡ ４８９－９９６０

そうですが、服薬する程ではなく、血圧も良く膝や腰の
痛みもないそうです。
また、5～ 6年前には、洋裁や編み物が好きで腕を前

で使うことを続けたことが影響したのか、姿勢が前かが
みになってきたと指摘されたことがあったようですが、
トレーニングルームに通うようになってから改善したよ
うに思うと喜ばれていました。
家で健康に気をつけている点もお聞きしたところ、年1

回定期健診を受け、血圧は朝晩測定されているそうです。
また、20年ほど前に一度「真向法」の講義を聞き、以

来お風呂上りの3分間、4つの体操を続けているそうで、
お陰で体は比較的柔らかいということでした。
また、旦那さんが野菜を作られているので、野菜や果

物を3食きちんと時間を決めて食べ、煮豆が好きで毎日食
べているそうです。
特に朝食は、カルシウムが多いといわれるスキムミル

クにきな粉を入れて「きな粉ミルク」を作り、パンを少
しと、リンゴなどの果物と一緒に海草や煮た野菜をひと
つのお皿に入れてたくさん食べるそうです。
松本さんは、若いころは運動が得意ではなかったとい

うことですが、これからもトレーニングルームを活用し
て、若々しい姿勢を保ってください。
トレーニングルームは、下佐々の総合福祉センターの2

階にあり、筋力トレーニング機器やランニングマシーン
などを整備しています。
祝祭日以外の毎週火曜日～日曜日の午後1時～9時まで

利用できます。最初名札代として100円必要ですが、町
民の方は無料で利用することができます。

健康実践インタビュー　（第11回　松本正子さん）　　　　　　平成23年2月9日
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紀美野町まちづくり推進協議会
きみのふるさと推奨品の募集 !!
【きみのふるさと推奨品とは】
　紀美野町まちづくり推進協議会では、町内で
加工製造された産品を、『きみのふるさと推奨
品』として認定し、その商品の普及と需要拡大
を目指しＰＲするものです。

●申し込み方法
　役場本庁産業課および役場美里支所産業建設
室に備え付けの申請書様式にて申請してくだ
さい。（後日、申し込み商品の見本を提出し
ていただきます。）

●受付期間
　平成23年３月１日～同年３月17日まで
　月曜日～金曜日の8:30～ 17:15までの時
間帯

●提出先
　役場本庁産業課及び役場美里支所産業建設室

●メリット
　推奨品と認定された商品には、協議会指定の
証標を表示することができます。またパンフ
レット等にてＰＲを行ないます。

●問合せ先
　詳細等のお問合せについては、紀美野町まち
づくり推進協議会事務局（役場本庁産業課内）
　℡４８９－５９０１及び美里支所産業建設室
　℡４９５－３４６２までお尋ねください。

あなたの健康づくりを応援します
大自然の中で薬草を学ぶ食べる
真国ウォーキング

お待たせしました。
今回は、真国地区の大自然の中、地元のみなさ
んに薬草のお話をお聞きしながら、名所である
宮や寺、滝を巡るウォーキングです。
薬草料理試食のお楽しみもありますよ。
ウォーキングが初めての方も大歓迎!!	
ご近所お誘いあわせの上、ぜひご参加ください。

集合日時：平成23年３月26日（土）　午前９時
　　　　　雨天延期　3月27日（日）
集合場所：けやき集会所（紀美野町花野原）
薬草の指導：薬草を食べる会のみなさん
内　　容：9：00	 集合	［けやき集会所］
	 ウォーキング	
	 薬草と自然のお話
	 薬草料理の試食（軽食）［けやき集会所］
　　　　	12：30	 終了	［けやき集会所］
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けやき集会所
↓

妙
みょうけん

見さん（円明寺地区）
↓

庚
こうしん

申さん（北野地区）
↓

不動の滝(初生谷地区）
↓

けやき集会所

●持ち物
　飲み物、タオル、雨具など
ウォーキングに必要なもの

●定　員
　30名（先着順）	
●申し込み〆切り
　３月16日（水）

★申し込み・問い合わせ先★
紀美野町役場	保健福祉課　
℡４８９－９９６０
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紀美野町臨時職員募集について
■業務内容：保育士業務
■賃　　金：日額5,500円　社会保険加入
	 （昇給、賞与及び退職金：無し）
■勤務場所：紀美野町立野上第1保育所（紀美野町動木156）
■募集人員：1名
■雇用条件：保育士資格をお持ちの方
■雇用期間：平成23年4月～平成23年9月
	 （更新することがあります。）
■勤務時間：原則として月曜日～金曜日
	 午前7時15分～午後6時30分のうち昼休憩をは

さんで7時間45分
■休　　日：毎週土・日曜日・国民の休日
■選考方法：面接試験
■試	験	日：平成23年3月24日（木）午後2時
■試験場所：紀美野町総合福祉センター
■申込方法及び締切：履歴書（写真添付）1通と資格免許の写

しを持参の上、3月14日（月）までに下記へお申
し込みください。（郵送可、3月14日必着）

■申	込	先：紀美野町保健福祉課（紀美野町総合福祉センター内）
	 〒640-1121	紀美野町下佐々1408-4
	 ℡073-489-9960
	 （受付は月～金曜日の午前8時30分～午後5時

15分）

町税台帳整理業務補助員の募集について
	
■勤務場所：紀美野町役場　税務課
■勤務内容：課税資料の電子化等
■募集人員：2名
■雇用条件：平成23年4月1日現在
	 18歳以上60歳までの方で
	 パソコン操作に自信がある方
■雇用期間：平成23年4月～9月
	 更新することがあります。
■勤務時間：月曜日～金曜日（土日、国民の休日除く）
	 午前8時30分～午後5時15分
	 （うち昼休憩1時間）
■賃　　金：日給　5,500円
	 社会保険有（昇給、賞与及び退職金：無し）
■選考方法：面接試験
■試験　日：平成23年3月18日(金)　14時～
■試験場所：紀美野町役場　1A会議室
■申込方法及び締め切り：履歴書1通（写真付）を持参の上、平

成23年3月11日（金）までに下記へお申し込みく
ださい。（受付は月曜日～金曜日の午前8時30分
～午後5時15分）

■申込先	 紀美野町役場		税務課		℡073-489-5905

紀美野町臨時職員募集について
■業務内容：介護認定調査業務
■賃　　金：日額8,000円　社会保険加入
	 （昇給、賞与及び退職金：無し）
■勤務場所：紀美野町役場保健福祉課
	 （紀美野町下佐々 1408-4	総合福祉セ

ンター内）
■募集人員：1名
■雇用条件：保健師、看護師、準看護師、介護支援専

門員、社会福祉士の資格をお持ちの方
■雇用期間：平成23年4月～平成23年9月
	 （更新することがあります。）
■勤務時間：原則として　月曜日～金曜日
	 午前8時30分～午後5時15分（昼休憩1

時間あり）
■休　　日：毎週土、日曜日・国民の休日
■選考方法：面接試験
■試	験	日：平成23年3月24日（木）午後2時
■試験場所：紀美野町総合福祉センター
■申込方法及び締切：履歴書（写真添付）1通と資格

免許の写しを持参の上、3月14日（月）
までに下記へお申し込みください。（郵
送可、3月14日必着）

■申	込	先：紀美野町役場保健福祉課
	 （紀美野町総合福祉センター内）
	 〒640-1121	紀美野町下佐々1408-4
	 ℡073-489-9960
	 （受付は月～金曜日の午前8時30分～午

後5時15分）

近畿地区国立大学法人等
職員統一採用試験のお知らせ
京大・阪大・神大などの職員を募集しています。
■募集職種：事務系職員（事務・図書）、技術系職員
■受験資格：昭和57年4月2日以降に生まれた者
■受付期間：4月1日（金）～4月8日（金）
■第一次試験日：5月15日（日）
【問い合わせ】
近畿地区国立大学法人等職員統一採用試験事務室
℡075-753-2230

防衛省からのお知らせ
募集種目 受付期間 応募資格（年齢）

一 般 幹 部 候 補 生 ２月１日（火）～5月6日（金）20歳以上26歳未満の者（22歳未満の者は大卒）（修士の学位を受けた者は28歳未満）
一 般 曹 候 補 生 ２月１日（火）～5月6日（金）18歳以上27歳未満の者
予備自衛官補（一般） 1月11日（火）～4月6日（水）18歳以上34歳未満の者

予備自衛官補（技能） 1月11日（火）～4月6日（水）
18歳以上55歳未満の者
（語学・整備・情報処理・通信・電気・建設・衛生の技術区分の国家
免許資格等を有する者)		国家免許資格の詳細はお問い合せ下さい。

＊お問い合せ先　自衛隊和歌山地方協力本部　有田募集案内所　〒649-0316　和歌山県有田市宮崎町106-2
　ＴＥＬ	：0737-82-6631/	070-6589-0326　E-MAIL：recruit1-wakayama@pco.mod.go.jp　
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教育委員会
　生涯学習課
　　TEL 489-5915
　学事・生涯学習室
　　TEL 495-9055

文化センター
　　TEL 495-9055

中央公民館
　　TEL 489-5915

小川地区公民館
　　TEL 489-4511

志賀野地区公民館
　　TEL 489-5145

セミナーハウス未来塾
　　TEL 498-0521

自然体験世代交流センター
　　TEL 495-3127

みさと天文台
　　TEL 498-0305

スポーツ公園管理棟
　　TEL 489-5368

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

生
涯
学
習
情
報

北
畑
先
生
は
、
現
在
大
阪
府
柏

原
市
の
か
し
わ
保
育
園
施
設
長
な

ど
の
仕
事
の
か
た
わ
ら
、
全
国
で

子
育
て
に
つ
い
て
の
講
演
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。

著
書
に
「
子
育
て
名
言
集 

子

ど
も
は
育
つ
」
な
ど
が
あ
り
、
芸

名
「
あ
や
し
や
小
丸
」
と
し
て
上

方
落
語
「
り
ん
ご
寄
席
」
席
亭
を

■
日
時　

毎
月
第
４
水
曜
日
午
後

１
時
30
分
～
（
初
回
４
月
27
日
）

■
講
師　

鈴
木
ふ
さ
子
先
生

■
定
員　

15
名
程
度

　

初
心
者
大
歓
迎
で
す
。
鈴
木
先

生
は
Ｉ
タ
ー
ン
に
て
２
年
前
に
岐

阜
県
か
ら
福
井
地
区
へ
移
住
し
て

こ
ら
れ
、
念
願
だ
っ
た
陶
芸
窯
を

購
入
し
て
、
近
隣
の
人
た
ち
を
集

め
体
験
会
を
開
か
れ
ま
し
た
。
み

な
さ
ん
も
、
ま
ず
は
陶
芸
体
験
か

ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
問
い
合
わ
せ　
小
川
地
区
公
民
館

＊
英
会
話
ク
ラ
ブ（
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
）

■
日
時　

毎
週
金
曜
日
午
後
７
時

30
分
～
９
時

■
場
所　
中
央
公
民
館
２
階
会
議
室

■
会
費　

７
，０
０
０
円（
１
カ
月
）

体
験
学
習
（
無
料
）
も
や
っ
て

い
ま
す
。
老
若
男
女
・
学
生
さ
ん

大
歓
迎
!!
外
国
人
の
先
生
と
英
語

で
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
し
ょ

う
。

■
問
い
合
わ
せ　

中
央
公
民
館

■
時
間　

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
頃

◇
３
月
13
日　

　

概
要
解
説
と
モ
デ
リ
ン
グ

◇
３
月
27
日

　

モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
プ
チ
ャ
に
よ

り
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
化　

２
回
シ
リ
ー
ズ
の
体
験
講
座
で

す
。
以
前
の
天
文
教
室
で
、
は
や

ぶ
さ
の
３
Ｄ
Ｃ
Ｇ
ア
ニ
メ
を
作
り

ま
し
た
が
、
今
回
は
大
幅
に
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
３
Ｄ
ア
ニ

メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
を
自
作
し
、
そ

れ
を
最
新
ゲ
ー
ム
機
用
の
モ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
プ
チ
ャ
装
置
で
動
か

し
て
シ
ョ
ー
ト
ビ
デ
オ
を
作
り
ま

す
。
春
休
み
の
自
由
研
究
、
自
由

工
作
に
も
ど
う
ぞ
！

＊
パ
ソ
コ
ン
の
持
込
み
推
奨

＊
１
日
だ
け
の
参
加
も
Ｏ
Ｋ

勤
め
ら
れ
て
い
て
、
楽
し
く
話
を

き
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
開
演　

午
後
２
時
30
分

■
対
象　

一
般(

ど
な
た
で
も)

■
入
場
無
料
（
整
理
券
を
左
記
施

設
で
配
布
し
ま
す
）

中
央
公
民
館　

文
化
セ
ン
タ
ー

美
里
支
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

小
川
・
志
賀
野
地
区
公
民
館

真
国
・
国
吉
・
長
谷
毛
原
出
張
所

※
配
布
時
間
は
各
施
設
就
業･

開

館
時
間
中
で
す

■
共
催　
紀
美
野
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

＊
出
張
健
康
チ
ェ
ッ
ク
同
時
開
催

　

ロ
ビ
ー
に
て
、
血
圧
・
体
脂
肪
・

骨
密
度
測
定
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
場
所　

み
さ
と
天
文
台

■
定
員　

20
名
以
内

■
参
加
費　

無
料
（
お
弁
当
を
ご

用
意
く
だ
さ
い
）

■
予
約　

要
電
話
予
約
（
見
学
だ

け
な
ら
予
約
不
要
）

■
講
師　

豊
増
伸
治　

研
究
員

■
協
力　

み
さ
と
天
文
台
友
の
会 

　

パ
ソ
コ
ン
上
で
オ
リ
ジ
ナ
ル

キ
ャ
ラ
ク
タ
を
作
っ
て
い
る
と
こ

ろ
。
粘
土
で
人
形
を
作
っ
て
い
る

よ
う
な
感
じ
で
す
。

天
文
教
室「
春
休
み
Ｃ
Ｇ
ス
ペ
シ
ャ
ル
」

３
Ｄ
Ｃ
Ｇ
で
、
踊
る
レ
オ
く
ん
を
つ
く
ろ
う
！ 

３
月
13
日
（
日
）・
27
日
（
日
）

第
15
回
町
民
大
学
講
座

「
子
育
て
に
も
っ
と
笑
顔
と
笑
い
を

～
子
ど
も
の
生
き
る
力
を
育
て
る
た
め
に
～
」

講
師
　
北
畑
英
樹 
氏
（
児
童
精
神
科
医
）

　
　

３
月
５
日
（
土
）　

場
所　

中
央
公
民
館

 

サ
ー
ク
ル
会
員
募
集
!!

 

＊
小
川
地
区
公
民
館

  

新
講
座
「
陶
芸
教
室
」
開
講
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【
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
】

■
中
央
公
民
館

２
日　

か
ん
た
ん
お
ひ
な
さ
ま

９
日　
パ
ズ
ル
・
ゲ
ー
ム
で
エ
コ
学
習

16
日　
か
わ
い
い
お
り
が
み
手
紙

高
齢
者
と
子
ど
も
の
交
流
!!

（
お
や
つ
作
り
）

24
日
（
木
）
午
後
３
時
～
５
時

◇
参
加　

シ
ク
ラ
メ
ン
の
会

■
文
化
セ
ン
タ
ー

２
日　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

９
日　

コ
ー
ス
タ
ー
を
作
ろ
う

16
日　

折
り
紙
で
ゲ
ー
ム

＊
地
域
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ

き
な
が
ら
、
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

を
行
っ
て
い
ま
す
。
22
年
度

も
、
色
々
な
工
作
や
干
し
柿
づ

く
り
・
ち
ぎ
り
絵
・
ゲ
ー
ト
ゴ

ル
フ
な
ど
の
体
験
が
で
き
ま
し

た
。

人
権
啓
発
Ｄ
Ｖ
Ｄ
紹
介

「
ク
リ
ー
ム
パ
ン
」

い
の
ち
と
人
権

～
つ
な
が
る
い
の
ち
を
感
じ
て
～

子
ど
も
や
若
者
た
ち
の
間
で
、

あ
ま
り
に
も
軽
く
使
わ
れ
る
「
死

に
た
い
」「
死
ぬ
」「
殺
す
ぞ
」
と

い
っ
た
言
葉
。
そ
れ
は
、
彼
ら
が

「
い
の
ち
」
の
尊
さ
に
気
づ
い
て

い
な
い
こ
と
の
表
れ
で
し
ょ
う
。

も
し
か
し
た
ら
、
大
人
も
気
づ
い

て
い
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
い
の
ち
」
と
は
温
か
く
、
ず
っ

し
り
と
重
い
も
の
。
一
度
失
わ
れ

た
ら
、二
度
と
再
生
し
な
い
も
の
。

こ
の
ド
ラ
マ
で
は
、
人
に
よ
っ

て
生
か
さ
れ
、
つ
な
が
っ
て
い
く

「
い
の
ち
」
を
中
心
に
描
い
て
い

ま
す
。
虐
待
や
い
じ
め
な
ど
、
人

を
傷
つ
け
、
い
の
ち
を
奪
う
の
も

「
人
」
な
ら
ば
、
傷
つ
き
、
死
に

瀕
し
て
い
る
人
の
い
の
ち
を
救
う

の
も
ま
た
「
人
」
な
の
で
す
。
人

と
人
と
が
ふ
れ
あ
い
、
心
を
通
わ

せ
る
こ
と
で
救
え
る
い
の
ち
が
あ

り
ま
す
。

子
ど
も
へ
の
虐
待
や
若
者
の
自

殺
な
ど
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る

事
件
を
通
し
て
、
社
会
や
地
域
の

中
で
孤
立
し
て
い
る
人
々
に
対
す

る
正
し
い
理
解
を
訴
え
る
と
と
も

に
、
今
一
度
「
い
の
ち
」
に
つ
い

て
自
分
の
問
題
と
し
て
考
え
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

人
権
委
員
会
で
は
、
こ
の
Ｄ
Ｖ

Ｄ
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
各
団
体
の
研
修
に
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

紀
美
野
町
人
権
委
員
会

（
℡
４
８
９
‐
５
９
１
５
） 

＊
新
刊
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

「
ツ
ナ
グ
」　
　
辻
村
深
月
・
著

こ
の
喪
失
は
永
遠
に
取
り
戻
せ

な
い
の
か
―
あ
な
た
が
再
会
し
た

い
人
は
だ
れ
で
す
か
？
―

も
し
OK
し
て
く
れ
た
ら
、
絶
望

的
な
孤
独
か
ら
私
を
救
っ
て
く
れ

た
「
あ
の
人
」
に
「
た
だ
一
言
」

お
礼
が
言
い
た
い
の
で
す
。
た
っ

た
一
人
と
一
度
だ
け
死
者
と
生
者

を
再
会
さ
せ
て
く
れ
る
人
が
い
る

ら
し
い
。
大
切
な
人
を
失
っ
た
後

悔
を
抱
え
な
が
ら
、
ど
う
生
き
れ

ば
い
い
の
か
。
誰
も
が
直
面
す
る

苦
悩
に
真
っ
正
面
か
ら
挑
ん
だ
、

著
者
渾
身
の
連
作
長
編
ミ
ス
テ

リ
ー
！

図
書
室
だ
よ
り

～
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
～

【
百　

冊
】

　

向
江　

嵩
頼
（
第
１
保
）

　

大
竹　

莉
愛
（
野
小
１
年
）

　

大
畑　

海
和
（
野
小
５
年
）

【
五
百
冊
】

　

藤
々
木
寿
朱
（
野
小
１
年
）

【
六
百
冊
】

　

桑
添
眞
里
奈
（
野
小
６
年
）

新刊紹介
【中央公民館】

「ツナグ」　　　　　　　　　　　　　辻村深月・著
「昼咲月見草」　　　　　　　　　　　　野中柊・著
「砂の上のあなた」　　　　　　　　　白石一文・著
「優しいおとな」　　　　　　　　　　桐野夏生・著
「その英語、ﾈｲﾃｨﾌﾞに通じません」
　　　　　　　　　　　　　　 ﾃﾞｨｳﾞｨｯﾄﾞ ･ｾｲﾝ・著

「子どもに薬を飲ます前に読む本」　　　山田真・著
「食べるｽｰﾌﾟ　素材たっぷり、簡単ﾚｼﾋﾟ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　つむぎや・著

「ワンダフル・プラネット」　　　　　野口聡一・著
「遠い親せき」　　　　　　ウーリー・オルレブ・著
「もりのおくのおちゃかいへ」　みやこしあきこ・著
「ひよこのアーサーがきえた！」　ﾅｻﾆｴﾙ･ﾍﾞﾝﾁﾘｰ・著
「ピンクのれいぞうこ」　　　ティム・イーガン・著

【文化センター】
「マンチュリアン・リポート」　　　　浅田次郎・著
「つるかめ助産院」　　　　　　　　　　小川糸・著
「ペンギン・ハイウェイ」　　　　　森見登美彦・著
「ほかげ橋夕景」　　　　　　　　　　山本一力・著
「命の授業」　　　　　　　　　　　　腰塚勇人・著
「ﾎﾞｸらはｵｺｼﾞｮのおまわりさん」　
　　　　　　　　　　　　　　きむらゆういち・著

「はなかっぱのだいぼうけん」　
　　　　　　　　　　　　　　あきやまただし・著

「たちねぶたくん」　　　　　　　　　村上康成・著
「ひゅーどろどろかべにゅうどう」　　角野栄子・著
「なぞなぞ大冒険2000問！」　　　　平目きらり・著

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

　
　
　
　

作
品
展
示

（
中
央
公
民
館
２
階
）

２
月
よ
り
、「
紀
美
野
写

真
ク
ラ
ブ
」
の
皆
さ
ん
の

作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

素
敵
な
作
品
が
い
っ
ぱ
い

で
す
。

引
き
続
き

・
ソ
ー
プ
カ
ー
ピ
ン
グ

・
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー

・
リ
サ
イ
ク
ル
ア
ー
ト

の
皆
さ
ん
の
作
品
も
展
示

し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ

い
。

干し柿づくり
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６
年
生
３
人
が
卒
団
し
て
、

少
し
寂
し
く
な
り
ま
し
た
が
、

現
在
、
５
年
生
３
人
、
４
年
生

２
人
、
３
年
生
３
人
の
合
計
８

人
で
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま

す
。昨

年
は
、
県
大
会
す
べ
て
に

出
場
す
る
こ
と
が
で
き
、
試
合

や
他
の
チ
ー
ム
と
の
交
流
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
経
験
が
で
き
ま
し

た
。
今
年
も
、
県
大
会
出
場
と

い
う
目
標
に
向
け
て
、
監
督
の

指
導
の
も
と
練
習
に
が
ん
ば
っ

て
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
バ
レ
ー
に
興
味
が

あ
る
、
ま
た
何
か
運
動
が
し
た

い
な
と
思
っ
て
い
る
子
ど
も
さ

ん
が
い
れ
ば
、
下
記
の
日
程
で

練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
見

学
に
来
て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と

小
学
校
で
の
い
い
仲
間
や
思
い

出
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
と
思

い
ま
す
。

楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
！

■
問
い
合
わ
せ

　

会
長　

田
伏　

ま
で

（
０
９
０

−

１
８
９
９

−

８
７
２
５
）

■
練
習
日

火
曜
日
：
午
後
６
時
～
８
時

木
曜
日
：
午
後
６
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
　

８
時
30
分

土
曜
日
：
午
後
４
時
～
７
時

■
場
所　

野
上
小
学
校
体
育
館

　
　
　
　
　

＊
土
・
日
は
、
大
会
・
練
習
試

合
等
が
入
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
見
学
の
方
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

わ
が
町
サ
ー
ク
ル 

　
野
上
少
女
バ
レ
ー
　
部
員
募
集
中
!!

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

　
　
　
　
　

そ
の
五
十
九

「
野
上
と
い
う
地
名
」

「
紀
伊
続
風
土
記
」
の
野
上
荘
の

項
に
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま

す
。「
野
上
の
名
義
を
考
ふ
る
に
、

此
荘
那
賀
の
坤ら

ん
ぐ
う隅
に
あ
り
て
、
こ
れ

よ
り
東
南
皆
山
巒ら

ん

渓
谷
に
て
、
此
地

始
め
て
広
野
あ
り
、
北
の
貴
志
荘
に

至
り
て
土
地
次
第
に
開
け
た
り
、
此

地
其
野
の
上
頭
に
あ
る
を
以
て
野
上

と
称
す
」

現
在
の
貴
志
川
町
を
野
と
見
立

て
て
、
そ
の
上
頭
に
あ
る
か
ら
野
上

と
い
う
。「
野
」
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
柳
田
国
男
著
『
地
名
の
研
究
』

に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

「
山
・
岡
・
谷
・
沢
・
野
・
原
な
ど

と
い
う
語
を
下
に
も
っ
た
地
名
は
、

大
体
皆
開
発
の
以
前
か
ら
あ
っ
た
も

の
と
見
て
よ
か
ろ
う
が
、
そ
の
中
で

も
実
例
が
殊
に
多
く
意
味
の
著
し
い

変
遷
が
あ
っ
た
ら
し
い
の
は
「
野
」

と
い
う
言
葉
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
漢

語
の
野
と
い
う
字
を
あ
て
た
結
果
、

今
で
は
平
板
な
低
地
の
よ
う
に
も
解

さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
「
ノ
」
は
本

来
支
那
（
中
国
）
に
は
稍
々
珍
し
い

地
形
で
、
実
は
訳
字
の
選
定
の
む
つ

か
し
い
語
で
あ
っ
た
。
も
と
は｢

野

｣

と
い
う
の
は
、
山
の
裾
野
、
緩
傾

斜
の
地
帯
を
意
味
す
る
日
本
語
で

あ
っ
た
。（
中
略
）、
野
口
、
入
野
と

い
う
類
の
大
小
の
地
名
が
、
山
深
い

高
地
に
あ
る
の
も
そ
の
た
め
で
、
こ

れ
を
現
在
の
意
味
で
解
こ
う
と
す
る

と
不
可
解
に
な
る
の
で
あ
る
。」

上か
み

や
下し

も

は
何
を
基
準
に
し
た
か

に
つ
い
て
は
、
一
般
的
に
解
し
て
川

の
流
れ
に
従
い
、
上
流
を
上
と
い
い

下
流
を
下
と
い
う
古
称
を
用
い
た
も

の
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

野
上
中
学
校
区
に
は
、
２
保
育

所
、
２
小
学
校
、
１
中
学
校
、
１

高
等
学
校
（
校
舎
）
が
あ
り
、
平

成
20
年
度
か
ら
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
が
連
携
し
、
地
域
の
子
ど
も

の
育
ち
を
支
え
る
体
制
づ
く
り
の

取
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。

■
野
上
中
学
校
で
は
、「
市
民
性

を
育
て
る
」
を
観
点
に
、
地
域
ク

リ
ー
ン
作
戦
、
保
育
所
、
野
上
小

学
校
の
イ
ベ
ン
ト
や
運
営
補
助
な

ど
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

■
大
成
校
舎
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
「
大

成
ピ
ー
ス
ク
ラ
ブ
」
が
中
心
と
な

り
、「
地
域
と
の
交
流
の
た
め
に

大
成
校
舎
は
何
が
で
き
る
か
」
を

テ
ー
マ
に
、
部
員
、
生
徒
や
教
職

員
が
生
石
山
で
稀
少
植
物
移
植
、

貴
志
川
の
清
掃
、
町
マ
ラ
ソ
ン
大

会
の
運
営
補
助
、
保
育
所
や
小
学

校
で
の
読
み
か
た
り
、
運
動
会
運

営
補
助
な
ど
多
岐
に
渡
っ
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

　
「
図
書
館
共
育
部
会
」
で
は
、

図
書
館
を
地
域
の
教
育
拠
点
と
し

て
「
学
校
図
書
館
の
地
域
開
放
」

の
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
ほ
ん
の
森
」
と
名
付
け
ら
れ
た

地
域
住
民
に
よ
る
図
書
館
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
は
、
定
期
的
に

貸
出
業
務
や
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
育
友
会
長
の
声

か
け
で
各
校
・
保
育
所
保
護
者
の

「
育
友
部
会
」
が
発
足
し
年
代
の

紀
美
野
町
共
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
紹
介

（
野
上
中
学
校
区
地
域
共
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
本
部
）

～
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て　

子
ど
も
も
大
人
も
育
ち
合
う
～

異
な
る
保
護
者
が
連
携
し
悩
み
に

つ
い
て
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
話
し
合

う
場
が
で
き
ま
し
た
。

■
野
上
小
学
校
の
「
野
小
ギ
ャ
ラ

リ
ー
」
は
昨
年
９
月
に
開
設
、
町

文
化
協
会
の
方
々
や
中
央
公
民
館

と
連
携
す
る
中
で
、
作
品
を
約

３
ヵ
月
サ
イ
ク
ル
で
展
示
す
る
な

ど
、
学
校
と
地
域
の
中
に
「
学
び

の
循
環
」
が
生
ま
れ
て
き
て
い
ま

す
。
１
月
か
ら
は
、
木
彫
り
や

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
な
ど
の
作
品
を
展

示
し
、
一
般
町
民
の
作
品
も
少
し

ず
つ
増
え
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
野
小

ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お
立
ち
寄
り
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
作
品
の
提
供
も

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
学
校
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
も
様
々

な
部
分
で
活
躍
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
を
豊
か
に
育
み
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
再
構
築

す
る
こ
と
を
め
ざ
し
、
こ
れ
か
ら

も
保
育
所
・
学
校
間
の
つ
な
が
り

を
重
視
し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
社
会
教
育

関
係
者
の
理
解
を
進
め
、
自
治
会

や
地
域
団
体
へ
働
き
か
け
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。今
後
は
、

学
校
内
に
も
地
域
住
民
の
居
場
所

を
つ
く
る
な
ど
、
社
会
的
な
資
源

や
、
学
び
を
複
合
的
に
紡
ぎ
合
わ

せ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
課
題
で
す
。

今
後
と
も
皆
様
方
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

６
年
生
と
の
思
い
出
の
一
枚
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  天文台だより
　「天文台卒業のごあいさつ」

客員研究員　宮崎恵　

天文台で働き始めてから、もう２年以上が	
経ちました。望遠鏡の操作や星座の解説など、	
専門的な経験をたくさんさせて頂きました。	
その中でも私が一番印象に残っていることは、	
観望会での星のお話です。
最初は、人前で話をすることに苦手意識が	

あり、天文台での仕事に不安を感じていまし	
た。しかし、私の話を聞いて星に興味を持っ	
てくれたり喜んでくれるお客様の姿を見て、	
とても励まされました。いつの間にか苦手意	
識も減り、人に伝える喜びを実感することが	
できました。このような経験をさせて頂きと	
てもありがたく思っています。
また、紀美野町の素晴らしい星空には何度	

も感動しました。特に流星群の夜が印象に残	
っています。一生の思い出となりました。こ	
れからも天文台での経験を活かしてがんばっ	
ていきたいと思います。

  学校だより
　「みんなで餅つき大会」
	 紀美野町立毛原小学校

去る１月１８日に人権研修会と保護者会、そして
餅つき大会を実施しました。
「餅つき大会」で使用した餅米は、子どもたちが、
春に田植えの体験・秋には稲刈りの体験をさせてい
ただいた餅米で、西澤さんのご好意により提供して
いただきました。児童・保護者・職員、みんなでか
け声をかけながら交替で餅をつき、つきあがった餅
を自分たちで丸め、つきたての何とも言えないほ

・ ・
か

ほ
・ ・
かの柔らかい餅を、運動場一面の残雪を横目に楽
しくおしゃべりしながらほおばると、噛めば噛むほ
ど口の中に絶妙な甘さが広がります。こんな贅沢な
時間をみんなで共有でき、とても幸せな気持ちにな
りました。今回の行事にご協力いただいたみなさま
には心より感謝申し上げます。
このような、みんなで幸せな気持ちになれる「ほ
んまもんの体験」が子どもたちの心を豊かにし、た
くましく生きるための大きな力となります。
このように意義のある行事を、これからも大切に
していきたいと
考えています。

歌
　
の
　
小
　
道

鮟
鱇
鍋
大
口
た
た
く
者
も
居
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
谷
富
貴
子

夫つ
ま

の
留
守
夫つ

ま

の
毛
布
に
包
ま
れ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
湯
上
ひ
と
み

廃
屋
の
繁
み
に
騒
ぎ
冬
の
鳥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弓
庭
武
彦

秒
針
の
張
り
の
あ
る
音
寒
の
夜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
山
愛
子

肝
多
き
パ
ッ
ク
を
選
り
て
鮟
鱇
買
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
間
文
鳥

久
女
忌
や
昔
は
命
短
く
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
拝
て
る
代

春
待
つ
や
幼
犬
の
足
太
く
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浦
貴
子

除
夜
の
鐘
十
戸
の
村
に
寺
ひ
と
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
口
井
ト
シ
子

紅
梅
と
云
ふ
菓
子
を
買
ひ
春
隣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
野
昭
子

雑
草
に
巻
き
つ
く
野
原
の
朝
顔
を

　
　
　
　
　
挿
せ
ば
食
卓
仄
か
に
明
し
　
　
　
　
　
　
　
吉
村
邦
彦

チ
ラ
チ
ラ
と
雪
片
舞
え
る
真
昼
間
の

　
　
　
　
　
山
路
歩
み
て
故ふ

る
さ
と郷
思
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
今
出
瑞
子

暮
れ
は
や
く
暗
く
な
り
ゆ
き
帰
路
い
そ
ぐ

　
　
　
　
　
眉
月
ひ
く
く
西
空
に
あ
り
　
　
　
　
　
　
角
谷
と
し
み

も
犬

も
待
つ
が
師
走
と
も
な
れ
ば
朝
寒
し

　
　
　
　
　
身
に
し
む
か
ら
に
着
ぶ
く
れ
て
を
り
　
　
　
黒
西
葉
子

静
も
れ
る
屋
並
の
い
ら
か
を
浮
き
出
し
て

　
　
　
　
　
月
澄
み
渡
る
故ふ

る
さ
と郷
が
す
き
　
　
　
　
　
　
笹
田
美
代
子

手
が
空あ

か
ず
夫
に
コ
ー
ヒ
ー
所
望
す
る

　
　
　
　
　
ぬ
っ
と
出
て
来
ぬ
カ
ッ
プ
な
み
な
み
　
　
上
中
前
澄
子

年
明
け
に
送
り
く
れ
た
る
竹
垣
誌

　
　
　
　
　
何
首
も
友
は
吾
を
詠
み
く
れ
し
　
　
　
　
中
道
と
し
み

小
豆
が
ゆ
い
た
だ
き
な
が
ら
ち
ち
は
は
の

　
　
　
　
　
顔
思
い
出
す
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
　
　
　
　
　
椎
山
初
子

長
病
み
の
暗
い
気
分
の
明
け
暮
れ
に

　
　
　
　
　
つ
と
見み

い出
で
た
る
水
仙
の
花
　
　
　
　
　
　
横
出
圭
子

＊
二
月
掲
載
分
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

能
登
金
剛
荒
磯
波
の
打
ち
つ
け
り

　
　
　
　
　
穴
を
穿う

が

ち
し
歳
月
想
う
　
　
　
　
　
　
　
　
段
木
幸
代

な
ぐ
り
の
梁
に
紛
ひ
の
燭
と
似え

せ非
の
炉
火

　
　
　
　
　
さ
れ
ど
芳
ば
し
こ
の
コ
ー
ヒ
ー
は
　
　
　
　
山
本
綾
子

ご
お
ー
う
ん
と
尾
根
渡
り
く
る
除
夜
の
鐘

　
　
　
　
　
幸
を
背
負
い
て
兎
飛
び
来こ

よ
　
　
　
　
滝
垣
内
嘉
代
子

学会発表（右写真）や
イベント準備（左写
真）等、天文台での経
験は良い思い出です。
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平
成
23
年
春
の
全
国
火
災
予

防
運
動
実
施
中
！

平
成
23
年
３
月
１
日
（
火
）
か

ら
７
日
（
月
）
ま
で
の
７
日
間
に

わ
た
り
、
全
国
一
斉
に
「
春
の
火

災
予
防
運
動
」が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
を
機
に
日
頃
忘
れ
が
ち

な
火
災
に
対
す
る
警
戒
心
の
喚
起

を
行
い
、
一
人
ひ
と
り
が
防
火
の

重
要
性
を
自
覚
し
ま
し
ょ
う
。

　住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る

　
　
　
　
　
　

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
し
な
い
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

る
。

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を
消
す
。

④
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す

る
。

⑤
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防

炎
品
を
使
用
す
る
。

⑥
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設

置
す
る
。

⑦
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

林
野
火
災
を
防
ご
う
！

国
内
に
お
け
る
林
野
火
災
は
、

例
年
春
先
（
３
月
か
ら
５
月
）
に

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

春
先
に
林
野
火
災
が
多
い
の

は
、
枯
葉
が
地
上
に
積
も
り
、
下

草
も
枯
れ
て
い
る
う
え
、
降
水
量

が
少
な
く
、
空
気
が
乾
燥
し
、
季

節
風
が
吹
く
な
ど
林
野
火
災
が
発

生
し
や
す
い
気
象
条
件
と
な
っ
て

お
り
、
さ
ら
に
、
山
菜
採
り
や
森

林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
よ

り
入
山
者
が
増
え
る
こ
と
に
よ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

林
野
火
災
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
、
次
の
よ
う
な
点
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

林
野
火
災
防
止
の
た
め
の
注

意
点

・
枯
れ
草
等
の
あ
る
火
災
が
起
こ

り
や
す
い
場
所
で
は
、
た
き
火

を
し
な
い
こ
と
。

・
喫
煙
は
、
指
定
さ
れ
た
場
所
で

行
い
、
吸
殻
は
必
ず
消
す
と
と

も
に
、
投
げ
捨
て
な
い
こ
と
。

・
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
火
を
使
用

す
る
場
合
に
は
、
指
定
さ
れ
た

場
所
で
行
い
、
そ
こ
を
離
れ
る

時
に
は
、
完
全
に
火
を
消
す
こ

と
。

・
各
自
の
ゴ
ミ
は
、
指
定
さ
れ
た

場
所
に
捨
て
る
か
持
ち
帰
る
こ

と
。

・
火
気
を
使
用
す
る
場
合
は
、
周

囲
の
可
燃
物
の
状
況
に
十
分
注

意
す
る
と
と
も
に
消
火
用
の
水

等
を
必
ず
用
意
す
る
こ
と
。

・
強
風
注
意
報
や
乾
燥
注
意
報
な

ど
が
発
表
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
火
気
の
使
用
は
差
し
控
え

る
こ
と
。

尊
い
命
を
救
う
た
め
に
は
、
バ

イ
ス
タ
ン
ダ
ー
（
傷
病
者
の
そ
ば

に
居
合
わ
せ
た
人
）
に
よ
る
応
急

手
当
が
極
め
て
重
要
で
す
。
も
し

も
の
時
の
為
に
、
あ
な
た
も
受
講

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

尚
、
現
在
修
了
証
を
お
持
ち
の

方
で
前
回
受
講
し
て
か
ら
今
年
中

に
２
年
を
迎
え
る
方
は
、
再
講
習

を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

講
習
内
容

⑴　

心
肺
蘇
生
法
の
習
得

⑵　

出
血
時
の
止
血
法
の
習
得

⑶　

そ
の
他
応
急
手
当
に
関
す

　
　

る
こ
と

講
習
時
間

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
の
３

時
間
講
習
で
す
。

講
習
場
所　

紀
美
野
町
消
防
本
部

受
講
料　
　

無　

料

申
し
込
み
期
限

受
講
し
よ
う
と
す
る
月
の
前
月

の
20
日
ま
で

申
し
込
み
（
問
い
合
わ
せ
）
先

紀
美
野
町
消
防
本
部　

警
防
課

ま
で

（
℡　

４
８
９
‐
６
３
０
２
）

そ
の
他

・
受
講
者
数
に
よ
り
、
日
を
改
め

て
実
施
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

・
職
場
、
学
校
、
自
治
会
等
の
団

体
で
の
申
し
込
み
は
、
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

番
９
１
１
は
助
救
・
急
救
・
災
火

「
消
し
た
か
な
」　

あ
な
た
を
守
る　

合
言
葉

１月の消防の動き
●火災発生件数…1件（林野）
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計
急 病 30（２） （　）

　（　）

30（２）
一 般 負 傷 10（　） （　） 10（　）
交 通 事 故 １（　） １（　）

３（　） ３（　）
（　）

そ の 他 （　）
合 計 44（２） 44（２）
※（　）内については、ドクターヘリ搬送

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・

再
講
習
は
４
月
３
日
（
日
）
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活
い

き生
い

きレシピコーナー（第9回）
可愛らしい真っ赤なイチゴの季節になりました。旬のイ

チゴはルビー色に輝き、ジューシーで甘さが強く、値段も
出始めの頃より安くなって買い求めやすくなりました。店
頭で販売されてるイチゴの種類は数多くありますが、県内
の代表的な品種は「まりひめ」「紅ほっぺ」「さちのか」など
です。イチゴはキウイと同様ビタミンCがたっぷりで、小
粒なら１０個、大粒なら５個食べるだけで一日に必要なビ
タミンCが摂取できます。このビタミンCは肌、シミにも
良いし風邪の予防にも効果があるので、綺麗な肌を保ちた
い方は是非とも食べていただきたいフルーツです。
生でほおばるのも良いですが、今回はひと手間かけたお

菓子のレシピをご紹介します。

イチゴのロールケーキ　材料と作り方
（材料）２６ｃｍ角の焼き型１枚（ロールケーキ一本分）
米粉　６０ｇ　　イチゴ　１０個（適当な大きさに切る）
砂糖　６０ｇ　　　卵　　　４個
バニラエッセンス　　適宜
生クリーム　　１／２カップ
砂糖　　　　　大さじ１杯半
クッキングシート

（作り方）
１、卵は卵白と卵黄に分けてボールに入れておく
２、卵白に砂糖３０ｇを入れしっかりと泡だて、角が立
つメレンゲを作る

３、卵黄に残りの３０ｇの砂糖を入れ、もったりするま
で泡立てる。バニラエッセンス少々と、米粉を加え
泡だて器で混ぜる

４、（３）に（２）を加え、メレンゲのフワフワ感を崩さな
いようゴムベラで切るように混ぜる

５、クッキングシートを敷いた型に流し込み、180度の
オーブンで１２分焼く

６、シートごと取出し、シートはつけたまま乾燥しない
ように表面をラップ等でおおい、冷ます

７、生クリームに砂糖大さじ1杯半、バニラエッセンス
少々を加えてしっかり泡だて、ホイップクリームを
作る

８、シート面を下に、焼き色がついたほうを上にしてホ
イップクリームを塗り、イチゴを置いてクッキング
シートをはずしながら端からゆっくり巻いていき、
巻き終わりを下にしてしばらく置く（乾燥しないよ
うにシート、ラップ等で巻いておく）

９、ロールの形が落ち着いたら切り分ける
　産業課より

編 集 後 記
いよいよ３月です。町内では８日の中学校を皮切りに小学

校、保育所で卒業（園）式が行われ、多くの方々が学び舎を

巣立たれます。また、20日（日）には、春の風物詩「生石高原

山焼き」が行われ、雄大な山焼きを一目見ようと多くの見物客

でにぎわうことでしょう。

紀美野町の人口

（平成23年１月末現在）

紀美野町面積128.31km2

総人口………… 10,760人
 …………　男　 5,014人
 …………　女　 5,746人
 …………数帯世 4,635世帯

日   時 イ ベ ン ト 名 開 催 場 所 問い合わせ （073）
２日（水） 移動町長室【30日(水)】 美里支所 総務課 489-5912
　 　 住民室 495-3471
４日（金） 9:00 ～ 紀美野町議会（第１回定例会）開会 役場議場 議会事務局 489-5914
５日（土）13:30 ～ サポネットあゆみ交流会 中央公民館 生涯学習課 489-5915

14:30 ～ 町民大学講座 中央公民館 生涯学習課 489-5915
８日（火） 町内各中学校卒業式 総務学事課 489-5910
10日（木）11:00 ～ 犬ねこの譲渡講習会【１３日（日）・２７日（日）】県動物愛護センター 県動物愛護センター 489-6500
13日（日） 9:00 ～ パークゴルフチャンピオン大会 ふれあい公園 生涯学習課 489-5915

10:00 ～ 天文教室 みさと天文台 みさと天文台 498-0305
16日（水）13:00 ～ 行政相談【～15:00】 中央公民館 総務課 489-5912

美里支所 住民室 495-3471
18日（金） 町内各小学校卒業式 総務学事課 489-5910
20日（日） 9:30 ～ 生石高原山焼き【予備日２７日（日）】 生石高原 産業課 489-5901
〃　 10:00 ～ WAWフェスタinスプリング【～21日（月・祝）】県動物愛護センター 県動物愛護センター 489-6500
24日（木） 神野、毛原保育所卒園式 保健福祉課 489-9960
25日（金） 野上第１、野上第２保育所卒園式 保健福祉課　 489-9960
27日（日）10:00 ～ 天文教室 みさと天文台 みさと天文台 498-0305

３月
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今年の生石高原山焼きを、下記のとおり実施します。
山頂笠石周辺に観光客のための観覧場所を設けておりますので、
是非ご来場下さい。

●日　　時　　平成 23 年 3 月 20 日（日）　9：30 ～ 15：00
　　　　　　　［悪天候の場合は、3 月 27 日（日）に変更］
●場　　所　　生石高原笠石を中心とするススキ草原区域
●行事内容　　山焼き （ススキ草原 95,000㎡）・・・・・・・10：00 ～ 14：10
　　　　　　　太鼓演奏（しみず温泉阿氐川太鼓）・・・・・・10：00 ～ 10：15
　　　　　　　無料ぜんざいコーナー ・・・・・・・・・・・10：00 ～（無くなり次第終了）
　　　　　　　　※ 3 月 27 日に変更になった場合、太鼓演奏については中止。
●実施団体　　主催：紀美野町・有田川町
　　　　　　　後援：和歌山県
　　　　　　　協力：紀美野町小川地区、有田川町生石区、紀美野町消防団、有田川町消防団
【問い合わせ】
　紀美野町産業課　℡　073-489-2430（代）　℡　073-489-5901（直通）

生石高原　　　　　　
　　山焼きのお知らせ
生石高原　　　　　　
　　山焼きのお知らせ

２
月
20
日（
日
）

に
紀
三
井
寺
陸
上

競
技
場
～
和
歌

山
県
庁
間
で
第
10

回
市
町
村
対
抗

ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競

走
大
会
が
開
催
さ

れ
、
当
町
か
ら
２

チ
ー
ム
が
出
場
し

ま
し
た
。
10
区
間

21
・
１
㎞
の
コ
ー

ス
を
小
学
生
４

人
、
中
学
生
６
人

が
選
手
総
勢
36
名

の
思
い
を
込
め
た

「
タ
ス
キ
」
を
つ

な
ぎ
、
Ａ
チ
ー
ム

は
１
時
間
12
分
43

秒
と
い
う
立
派
な

タ
イ
ム
で
、
見
事

６
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
Ｂ
チ
ー

ム
も
、
31
位
と
健
闘
し
ま
し
た
。

大
岩
勝
良
監
督
は「
長
期
に
渡
っ

て
行
っ
て
き
た
練
習
に
も
耐
え
て
、

よ
く
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
」
と

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
大

岩
監
督
は
、
第
１
回
大
会
よ
り
監

督
を
務
め
ら
れ
て
お
り
、
今
回
10

年
連
続
功
労
者
表
彰
を
受
け
ら
れ

ま
し
た
。

◎
区
間
賞
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
１
区
１
位　

中
野
㞍
祥

・
４
区
３
位　

細
峪
由
麻

・
５
区
３
位　

池
原
悠
葵

・
９
区
３
位　

前
久
保
雄
貴

◎
５
年
連
続
表
彰

・
細
峪
由
麻

◎
10
年
連
続
功
労
者
表
彰

 

・
大
岩
勝
良
監
督

以
下
は
力
走
し
て
く
れ
た
各
区

間
の
選
手
で
す
。

【
Ａ
チ
ー
ム
】

■
一
区　

中
野
㞍
祥
（
野
上
中
学

校
３
年
）
■
二
区　

髙
木
彩
雪
莉

（
野
上
中
学
校
２
年
）
■
三
区　

田
伏
菜
央
（
野
上
小
学
校
５
年
）

■
四
区　

細
峪
由
麻
（
野
上
中
学

校
３
年
）■
五
区　

池
原
悠
葵（
野

上
中
学
校
２
年
）
■
六
区　

日
裏

ひ
な
の
（
野
上
小
学
校
６
年
）
■

七
区　

樋
瀬
光
稀
（
下
神
野
小
学

校
５
年
）
■
八
区　

前
中
歩
（
野

上
中
学
校
２
年
）
■
九
区　

前
久

保
雄
貴
（
下
神
野
小
学
校
６
年
）

■
十
区　

中
谷
風
太
（
野
上
中
学

校
３
年
）

【
Ｂ
チ
ー
ム
】

■
一
区　

東
本
裕
起
（
野
上
中
学

校
３
年
）
■
二
区　

山
本
紗
矢
香

（
野
上
中
学
校
１
年
）
■
三
区　

森
谷
秋
穂（
下
神
野
小
学
校
６
年
）

■
四
区　

中
谷
亜
湖
（
野
上
中
学

校
１
年
）■
五
区　

樋
瀬
大
輝（
野

上
中
学
校
１
年
）
■
六
区　

中
西

秋
音
（
野
上
小
学
校
６
年
）
■
七

区　

尾
﨑
功（
野
上
小
学
校
５
年
）

■
八
区　

宇
城
美
月
（
美
里
中
学

校
１
年
）
■
九
区　

尾
﨑
元
（
下

神
野
小
学
校
５
年
）
■
十
区　

松

原
司
（
野
上
中
学
校
３
年
）

見事6位でゴールする中谷選手

３
年
連
続
で
入
賞

見
事 

第
６
位
に
輝
く
!!

第
10
回
市
町
村
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走
大
会

３
年
連
続
で
入
賞

見
事 

第
６
位
に
輝
く
!!

第
10
回
市
町
村
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走
大
会

昨年の山焼きより

県民文化会館前
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※生石高原山焼きは中止となりました。
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